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第 33 団地盤震動シンポジウム(2005)の開催にあたって
主旨説明

The 33rd Symposium of Earthquake Ground Motion (2005) 

Introduction 

} 11瀬博.

Hiroshi ι4WASE 

At the beginning of Ihe new decade of our continuous 30 years aClivily of Ihe Committee of Earlhquake Ground Motion last 

year, we have slarled a series of discussion on how 10 apply Ihe results of our earthquake ground motion research 10 Ihe 
seismic design. To make it cIear what we have achieved and how we can Iransfer our slale-of-the-arl knowledge 10 broader 

range of users, we need 10 cover various issues of slrong molion prediclion and design ground molion specifications based 
on it. It should incIude, bul not Iimiled 10, source sludies, palh attenualion, sile effecIs, soil-slruclure inleraclions, and code 
provisions. This year we decide 10 discuss issues relaled 10 Ihe seismic hazard map of Japan, which consisls of two differenl 
approaches, namely probabilislic one and delerminislic one. We expecl 10 share our up-Io-dale informalion wilh researchers, 
engineers, and praclilioners for broader applicalion of Ihe seismic hazard map 10 Ihe anti-seismic design of buildings. 

1 .はじめに

地盤震動シンポジウムは第 30 回から、それ以前のように

毎年度単発的にテーマを設定するのではなく、ある一つの大

きなテーマに沿って研究成果・レビュー・議論を積み上げ、

その蓄積をもとに関連分野に影響力を発揮しようと考え、そ

の中期的な基本テーマとして「地盤震動研究を耐震設計に如

何に生かすかJ を選んでいる。その第一段として最初の年に

は「設計用地震動は工学的基盤で決められるか ?J を主題と

して、そして一昨年度には「震源断層を考慮した設計川地震

動評価:地域波策定の現状と将来展望j を主題として、様々

な角度からの問題提起とそれを受けた活発な議論をしてい

ただいた。昨年度には「表層地盤地幅J を取り上げ、「基礎

構造系振動小委員会j に共催をお願いして、地盤震動研究の

立場と相互作用を含む構造物の動的設計の立場から表層の

地盤増幅をどう評価すべきかについて議論を深めた。

このように、最新の研究成果を如何に実際に役立てていた

だくかという視点を導入したことにより、それまでよりもよ

り広い分野の方々の関心を得ることができ、より多角的で有

意義な議論がなされてきた。本年度のシンポジウムはこれま

でと少し趣向を変えて、平成 17 年 3 月に地震調査研究推進

本部(推本)がその 6 年間の調査研究成果の集大成として発

表した f全国を概観した地震動予測地図J を正而に揃えて、

建築における地盤震動という観点からみたときの、その目的

と概要、および工学的な意義を共有し、その特性・限界を把

掘しつつ最も有意義な活用法を議論しようと考えた。

2. 地震動予測地図と強震動予測

本編で詳しく解説されているのでここで紹介する必要は

ないのであるが、地震動予測地図は日本の多数の研究者がか

かわる全日本的体制で極めて学術的に進められてきた。その

主目的は現時点で我々が有する科学的知識を集大成する形

で日本全国の地震動の揺れ(実際には震度)を評価しようと

したもので、全国を対象にした確率論的評価と頻度の高い特

定の地震のシナリオ型詳細強震動予測とに分かれている。た

だ、これも本文lドに記述されているが、両者は現時点では融

合されておらず、それは将来の検討課題となっている。

確本論的評価に関しては、古くは河角マップと呼ばれる歴

史地震情報に基づいた地震危険度マップが作成されて以来、

様々な研究者によって作成されてきた危険度マップと類似

のものである。異なっているのは未だかつてない規模で実施

された活断層調査や海溝性地震の活動度調査の情報が整理

され反映されていることである。従って現時点でこの確率論

的予測地図は最高の予測精度を有しているといえる。しかし、

このプロジェクトが文部科学省を主体として進められてき

た関係で、土木・建築の世界でこれをどのように有効活用し

ていくかについては、関係者の努力にもかかわらず、これま

で十分議論されてきているとは言い難い。

特に地盤震動の観点からは、設計用入力地震動の策定法に

関する整理と研究推進が主要な課題であるが、それに関して

推本では強震動評価部会および、その下の強震動分科会(いず

れも主査は入倉孝次郎京大名誉教授)において議論が重ねら

れ、折({奨予測手法が結果とともに提示されているので、地震

動策定法について議論する上で大いに参照すべきと考えら

れる。

3. 話題提供と識輪

以上のような背景と目的によって、地盤震動小委員会およ

びシンポジウム企画WGで議論し、今年度のシンポジウムを

特別講演を含む 3 部構成とすることとした。まず PARTI にお

いては「地震動予測地図の事例紹介j と題して、まず推本の

ホ九州大学大学院人間環境学研究院 教授・工博 Professor, Facully of Human-Environmenl Sludies, Kyushu Univ., Dr. Eng. 
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図 13 公開された予測地震動に基づく

最大速度と最大!再開変位の関係

4. シナリオ地震による予測地震動と設計入力

はじめにでも述べたようには-SHISJ では，地位l情

報だけでなく， r震源断層を特定した地震動予測地図J

の成果である工学的基盤上の予羽{iJ!也震動も公開されて

いる。また中央防災会議においても，東海地震，南海

地震，東南海地震および各々の連動パターンの予測地

震動も公開している。このように公開された波は， I火1

5 に示されたような設計入力地震動策定のフローにお

けるシナリオ地震による予測地震動に位置づ、けられ構

造設計に供されることが期待される。公開された予測

地震動のレベルを確認するために，表 2 に示されるよ

うな地震を対象とし，地震毎にほぼ震源近傍にあたる

ような地点を適宜選び，その地点の波形をシナリオ数

分対象として検討を行った。悶 11 に擬似速度応答ス

ペクトルを示す。 (a)(b)が rJ-SHISJ による予ðliJ地麓

動で， (c)が中央防災会議による予ð{IJ地震動である。両

者の違いは，地震調査研究推進本部は現在の知見で rl誌

もあり得るJ シナリオを設定しているのに対して， "1 
央防災会議は防災の啓蒙のために地震動がより大きく

なるようなシナリオを設定していることにある(石

井，2004)0 (a)は森本・宿幌断層帯の評価結果で，設定

シナリオの違いによる応答スペクトルの差異を椛認し

たものである。設定するシナリオによって地震動のレ

ベルは数倍以上にも変動するということがわかる。こ

こでの問題点は，設定されたシナリオだけで地震動強

さの上限・下限を抑えているのかどうか，どのシナリ

オも同レベルで「最もあり得る j シナリオなのかどう

かの判断は一般には難い。また，地震動強さの面的分

布において，どのシナリオでも建設サイトの地震動強

さが定常的に大きいのか小さいのかの判断はシナリオ

の設定数にも依存するため判断が難しい。主i)1:(2004) 

はシナリオ地震による予測地震動の耐震設計に用いる

図 14 最大を示す府間変位の高さ分布の確認

際の留意点として，予測手法やパラメータ設定の精度

以外に，地問が 1km メッシュと広いこと，震源過程

のシナリオが限定されていることをあげている。

もう・つの課題として，詳細法に基づく予測地震動

は，過去の震源近傍の記録の説明能力があり，それら

に基づいてレシピを組み立て予測していることに起因

する本質的な課題がある。図 12 に兵庫県南部地震以

降の振幅の大きかった強震記録の擬似速度応答スペク

トルを示す。観測記録は地表而での記録であり，工学

的基盤での予測地震動と直接には比較できないが，両

者・のレベルは概ね対応していることがわかる。即ち，

f告示j スペクトルに比べて観測記録ともに予測地震

動も大きなレベルになっていることがわかる。これら

公開された波を前述した建物モデルに入力し，地iIVJの

最大速度と最大層間変位の関係を示したのが図 13 で

ある。図 9 で示した観測l記録に基づく地動最大速度と

最大同問変伎の関係とほぼ等しく，観測記録の特性と

予測地震動の特性は大きな違いがないことがわかる。

地動段大速度が 100cm/s を超えるあたりで層間変形角

は 1150 を超える。また閑 14 には，最大を示す地震で

の i向さ分布を示す。最大になった地震は南海地震によ

るもので中央防災の予測地震動となっている。

構造設計に関わる本質的な課題とは，強震記録と被

害の対応が現状では正確には評価できていないという

ことである。予ð{IJ j-也震動と設計入力の関係には，例え

ば，新潟県 rll越地震の川口の記録のように強震記録の

大きさと被害の程度にゴfê離があることや(久凹，2005) , 
過去の被害地震から雌定される構造物の耐力と設計時

の耐力に差があること(川瀬，2005) と同じよう問題が

生じてしまうのである。設計における安全確認とは 2

章で示したようにあるクライテリアを定め，その rll に

全てが収まることを確認する行為であり，設計のみな

らず，施工時のコンクリートの強度管聞をとってみて

m:l:ll口l地位J~'~到J シンポジウム (200;)) 83 
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